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1点目の採材についてです。当初の考えでは町有の
ストックヤードに長材のまま伐採現場から出材した低
質広葉樹を運搬し，そのまま販売するつもりでした。
ただ，町内の関係者に話を聞くと，「長材のままだと
材の中に腐れが入っているかを判断し難く，価格を付
けられない」，「腐れが入っていないと思って値段を
付けたとしても，中に腐れが入っていた場合，損をす
る可能性がある」の意見が出てきました。そこで，伐
採現場から出材した長材の低質広葉樹を町有の原木ス
トックヤードに運搬し，腐れを取り除いた上で，町内
の消費者ニーズに合うように採材しました（写真4）。
採材した広葉樹材は樹種や長さごとに分けて販売する
ことにしました。町で採材することで，商品に分から
ない欠点があり購入者が損をすることをなくし，購入
しやすい環境をつくるようにしました。また，採材す
る時に発生する端材（写真5）については薪用材とし
て一緒に販売することにしました。

2点目は販売方法についてです。地方自治体である
本町が町民の財産である町有林材を販売する場合，基
本的には入札を行う必要があります。ただ，入札だと
木工作家などの小規模事業者は参加基準を満たせない
ため，入札に参加できません。販売方法を検討する中
で「せり売り」という販売方法があるのを知りまし
た。せり売りは官公庁オークションや卸売市場で活用
されている販売方法で，複数の買い手に価格の競争を
させて売買取引を行います。この販売方法だと，小規
模事業者や一般住民も売買に参加することができるた
め，町有林から出材した広葉樹材を必要な方々に届け
られると考えました。

■せり売り（1回目）
課題が解決できたことで，本町として初めての試み
である「低質広葉樹材のせり売り」を令和4年12月9
日に実施しました（写真6）。販売量は44m3で予定価
格は512,600円（税込），立方単価10,382円に設定し
ました。せり売りの参加者は製材所や木工作家，一般
住民と様々でした。当日の雰囲気はお祭りのようで，
せりに参加した方々は白熱して競り合っていただけま
した。競った結果，最初の予定価格から2倍以上にな
る商品もあり，販売結果は1,001,000円（税込）と想
定を大幅に超え，低質の広葉樹でも採材などの工夫を
することで価値を見出すことができました（表1）。
また，材を届けたかった木工作家や小規模事業者の
方々にも販売することができ，当初の目的を達成する
ことができました。ただ，長材を採材し，商品分けを
行うのに2日程度かかってしまったため，通常の業務
の中で実施するのは負担になることが新たな課題とし

て分かりました。また，1つの商品のボリュームが大
きかったことから，小規模事業体や個人の方が購入し
難かったことや，買った後に個人で運搬業者に頼むに
は量が少なく，購入した量に対して運賃が高くかかる
ということが新たに課題として分かりました。

■せり売り（2回目）
そこで，採材仕分けの手間を減らして販売できるか
を検討するために，2回目のせり売りを令和5年4月13
日に実施しました（写真7）。販売量は44㎥で予定価
格は377,300円（税込），立方単価8,449円に設定しま
した。1回目のせり売りでの課題であった採材仕分け
の手間を減らすために，2回目のせり売りでは採材は
山土場で行い，短く採材した状態で原木ストックヤー
ドに運搬し，商品ごとに仕分けしました。そのため，
価格についてはパルプ材並みの設定とし，商品分けに
ついても，前回の反省を活かし，2～3本単位の商品
を多めに作ることで，商品を欲しい人が購入しやすい
ように工夫しました。販売結果としては430,100円
（税込）となり，1回目のようにニーズに合うように
工夫して採材しなかった分，予定価格を大幅に超える
まではいきませんでしたが，2回目のせり売りについ
ても木工作家や小規模事業体の方々にも広葉樹材を購
入いただくことができました（表2）。
また，山土場で採材したことで採材の手間を大幅に
削減できました。さらに，3㎥までの購入者について
は町内の運搬を町の負担で行い，少量でも購入しやす
い環境をつくるようにしました。

 

 

せり売りの1回目，2回目ともに広葉樹を購入いた
だいた木工作家の臼田健二さんに話を聞くと，「山土
場で広葉樹を購入する場合，場所によって樹種に偏り
があるが，せり売りの場合はいろいろな樹種から欲し
い樹種を少量から選ぶことができ，多品種少量の広葉
樹を購入できたのが良かった」とのことでした。
臼田さんは「どの森の，どの木なのか，出身地が分
かる木でものづくりがしたい」と下川町に移住されて
きました。臼田さんが作るのは，器や時計，コース
ターなど様々ですが，今回，せり売りで購入された広
葉樹は既に木の器となっており，木の表面の質感を残
した縁を持ち，なめらかな曲線美を描いていました
（写真8～9）。

 

■これから
このように広葉樹の低質材をせり売りという方法で
販売しましたが，この方法で販売することで，これま
での販売方法では町有林の広葉樹材を購入することが
できなかった方々に材を供給することができたことが
大きな一歩だと思います。また，町内限定で広葉樹の
販売を行いましたが，最初は地域に広葉樹のニーズが
あるのか不安なこともありました。しかし，2回のせ
り売りを経て，地域に広葉樹材のニーズがあることが
分かりました。今後は採材経費や運搬経費などに森林
環境譲与税を活用することも踏まえて，本町に合う広
葉樹材の販売方法を検討していきたいと考えていま
す。

下川町の人口は約3,000人。旭川市から車で北に2時
間のところに位置していて，面積の88％が森林に覆
われている町です。現在，本町では約4,700haの町有
林を管理し，「持続可能な森林づくり」を理念とし
て，伐採とその後の確実な再造林を行い，人が手をか
けながら育成して確実に次世代につなげる森林経営を
行っています（写真1）。

■せり売りを始めた経緯
町有林では毎年約10,000m3の木材を生産し，生産
された木材は町内の製材所に販売したり，公共施設に
熱を供給するためのバイオマスエネルギーとして活用
したりしています。町有林の出材量のうち広葉樹は約
1,000m3で，そのうちの8割以上がパルプ材としての
利用となっています。パルプ材が多くなるのには次の
ような理由があります。町有林では森林認証の原則に
より森林管理を行っており，天然林の伐採は極力避け
て保全しています。本町で出材する広葉樹のほとんど
は人工林に侵入して成長し，主伐時に造林木と一緒に
伐採されるものです。侵入広葉樹の多くは自然のまま
生育するので，品質・量ともに安定した広葉樹材の供
給は困難です。
出材する広葉樹の多くは，タモ，ナラ，カバ，シナ，
イタヤカエデとなっていて，割合は少ないながらも一

般材はフローリングなどに加工され，パルプ材は製紙
用チップなどに販売しています。パルプ材の中にも，
採材して腐れを取り除けば一般材や木工用として利用
できるものもある状況でしたが，採材に手間と経費が
かかるため，これまでは実施してきませんでした。ま
た，町内に木工作家が在住し制作活動をされています
が，その方々に町有林材を直接販売する方法もない状
況でした。
しかし，令和4年度に転機がありました。本町も構
成員として参加している「下川町山村活性化支援協議
会（会長：下川町森林組合　阿部勇夫組合長）」が主
体となり，町有林の低質広葉樹の有効利用の実証を行
うことになりました。本町としては，ネックであった
採材経費や手間賃を協議会が負担するとのことでした
ので，実証を行うことを決めました。
実証にはトドマツの66年生の皆伐現場（写真2）で

行いました。伐採事業者には，パルプ材にするには
もったいない（枝，腐れ，曲がりが少ない，小ロット
の樹種，など）広葉樹があれば長材のまま山土場に椪
積みするよう指示しました。その結果，イタヤカエデ
やサクラ，ナラ，センなど様々な種類の広葉樹が出て
きました。伐採現場から広葉樹が出材し，これを販売
しようと考えたところ，2点課題があることが分かり
ました。1点目は採材をどうするか，2点目は販売方
法をどうするかです。

                        

5)　ラミナはCoC認証を取得している集成材工場で集
成加工

6)　構造材はプレカット加工後，住宅建築現場に納入
7)　構造材には，町産材および認証材であることを証
明するシールを貼付（写真1）

8)　当麻町役場は，内装材が施工される前に認証材の
使用箇所，使用量を検査・確認

2022年度は表2に示すとおり，20戸の住宅で町産認
証材が利用され，住宅の構造材に占める認証材の割合
は全体で97.7％，うち15戸については認証材率が
100％となっています。

　
このような取り組みを経て，2023年3月7日に

SGECの審査を受け，認証を取得しました（表3）。
そして，2023年7月26日には認証証授与式が行われて
います。また，認証を取得した住宅には写真2の盾を

お渡ししています。

    

■今後に向けて
認証を取得する過程の中で苦労したのは，なんと
言っても審査を受けるための書類等の準備，整理でし
た。特に今回は関係する建物が多く，細心の注意を払
いながら作業を進めないと手落ちになる部分が出てき
やすいと感じました。また，町産材以外の構造材を使
用する場合は，それが合法的な木材なのかを確認する
必要があり，製材工場を通じたプレカット企業への確
認作業は繁雑でした。さらに，認証材の管理マニュア
ルや確認書類の作成が複雑で，これらについては認証
機関の指導を受けながら進めました。
今回のプロジェクト認証にかかる審査料は約70万

円～80万円ほどになります。この費用の半分につい
ては当麻町から環境譲与税を用いた補助をいただき，
残り半分は当組合で負担しました。2023年度以降も
認証住宅のプロジェクトを継続して進めていく考え
で，そのことによって認証材の一層の活用とそれによ
る当麻町の活性化につなげていきたいと考えてます。

■参考資料
1)　杉本力：美深育ちの木々に包まれた温もりのある学
び舎－美深町立仁宇布小中学校SGECプロジェクト
CoC全体認証，ウッディエイジ，2021年9月号．

2)　高沢博：森林認証材の活用に係る説明会（上川森林
認証協議会主催），2023年2月13日．

良好な住環境の整備，定住の促進，中古住宅の活
用，さらに住宅関連産業の活性化などを目的として，
住宅の新築や中古住宅の取得に対する支援制度を設け
ている自治体があります。支援の対象は多岐にわたり
ますが，そのひとつとして，地域材，森林認証材を用
いることに対する補助制度があり，2022年8月時点で
の一例を表1に示します。
当麻町は2013年から町産材活用促進事業*を実施し

ており，移住定住者の増加，町産材の活用促進，さら
に脱炭素化などのへ波及効果が評価され，2021北の
地域住宅賞（2021年11月）および第34回住生活月間
功労者表彰（2022年10月）を受賞しています。
*：当麻町産木材を住宅全体の木材の1/2以上使用した
場合，木材代金を最大で250万円補助
さらに当麻町では，町産材を用いて建てる住宅の認
証取得に取り組み，今春，SGECプロジェクト認証を
取得しました。建物単体でのプロジェクト認証はこれ
までにも例はありますが1)，複数の建物が一括でプロ
ジェクト認証を受けるのは初めてのことになります。
この認証について，プロジェクトの代表を務めた当麻
町森林組合から紹介されておりますので2)，その概要

を紹介します。　　　　　（文責：普及協会・菊地）

■認証取得に際しての課題
複数建築物の一括認証取得，というこれまでに例の
ないプロジェクトを進めるに当たり，次のような課題
がありました。
・そもそも，複数建物の認証が可能なのか。
・プロジェクト認証取得の条件として，認証材の流れ
を把握する必要がある。いくつもの事業者を経て住
宅建築現場に納められる町産認証材を，どのように
把握するか。
・審査に要する費用はどこが負担するのか。
　最も課題となったのは認証材の把握で，今回，次の
ように整理しました。

1)　事務処理などの負担を少なくするため，構造材の
みを認証の対象とした。

2)　認証森林から，当組合が丸太を伐採・搬出
3)　伐出した丸太は，CoC認証を取得している当組合製
材工場または近隣のCoC認証取得製材工場に搬入

4)　当組合製材工場ではラミナを，近隣製材工場では
構造用製材を生産

写真1　町有林の風景

写真2　皆伐現場の風景

広葉樹利用のひとつのこころみ
～低質広葉樹材のせり売り～

下川町役場　伊東　拓馬
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1点目の採材についてです。当初の考えでは町有の
ストックヤードに長材のまま伐採現場から出材した低
質広葉樹を運搬し，そのまま販売するつもりでした。
ただ，町内の関係者に話を聞くと，「長材のままだと
材の中に腐れが入っているかを判断し難く，価格を付
けられない」，「腐れが入っていないと思って値段を
付けたとしても，中に腐れが入っていた場合，損をす
る可能性がある」の意見が出てきました。そこで，伐
採現場から出材した長材の低質広葉樹を町有の原木ス
トックヤードに運搬し，腐れを取り除いた上で，町内
の消費者ニーズに合うように採材しました（写真4）。
採材した広葉樹材は樹種や長さごとに分けて販売する
ことにしました。町で採材することで，商品に分から
ない欠点があり購入者が損をすることをなくし，購入
しやすい環境をつくるようにしました。また，採材す
る時に発生する端材（写真5）については薪用材とし
て一緒に販売することにしました。

2点目は販売方法についてです。地方自治体である
本町が町民の財産である町有林材を販売する場合，基
本的には入札を行う必要があります。ただ，入札だと
木工作家などの小規模事業者は参加基準を満たせない
ため，入札に参加できません。販売方法を検討する中
で「せり売り」という販売方法があるのを知りまし
た。せり売りは官公庁オークションや卸売市場で活用
されている販売方法で，複数の買い手に価格の競争を
させて売買取引を行います。この販売方法だと，小規
模事業者や一般住民も売買に参加することができるた
め，町有林から出材した広葉樹材を必要な方々に届け
られると考えました。

■せり売り（1回目）
課題が解決できたことで，本町として初めての試み
である「低質広葉樹材のせり売り」を令和4年12月9
日に実施しました（写真6）。販売量は44m3で予定価
格は512,600円（税込），立方単価10,382円に設定し
ました。せり売りの参加者は製材所や木工作家，一般
住民と様々でした。当日の雰囲気はお祭りのようで，
せりに参加した方々は白熱して競り合っていただけま
した。競った結果，最初の予定価格から2倍以上にな
る商品もあり，販売結果は1,001,000円（税込）と想
定を大幅に超え，低質の広葉樹でも採材などの工夫を
することで価値を見出すことができました（表1）。
また，材を届けたかった木工作家や小規模事業者の
方々にも販売することができ，当初の目的を達成する
ことができました。ただ，長材を採材し，商品分けを
行うのに2日程度かかってしまったため，通常の業務
の中で実施するのは負担になることが新たな課題とし

て分かりました。また，1つの商品のボリュームが大
きかったことから，小規模事業体や個人の方が購入し
難かったことや，買った後に個人で運搬業者に頼むに
は量が少なく，購入した量に対して運賃が高くかかる
ということが新たに課題として分かりました。

■せり売り（2回目）
そこで，採材仕分けの手間を減らして販売できるか
を検討するために，2回目のせり売りを令和5年4月13
日に実施しました（写真7）。販売量は44㎥で予定価
格は377,300円（税込），立方単価8,449円に設定しま
した。1回目のせり売りでの課題であった採材仕分け
の手間を減らすために，2回目のせり売りでは採材は
山土場で行い，短く採材した状態で原木ストックヤー
ドに運搬し，商品ごとに仕分けしました。そのため，
価格についてはパルプ材並みの設定とし，商品分けに
ついても，前回の反省を活かし，2～3本単位の商品
を多めに作ることで，商品を欲しい人が購入しやすい
ように工夫しました。販売結果としては430,100円
（税込）となり，1回目のようにニーズに合うように
工夫して採材しなかった分，予定価格を大幅に超える
まではいきませんでしたが，2回目のせり売りについ
ても木工作家や小規模事業体の方々にも広葉樹材を購
入いただくことができました（表2）。
また，山土場で採材したことで採材の手間を大幅に
削減できました。さらに，3㎥までの購入者について
は町内の運搬を町の負担で行い，少量でも購入しやす
い環境をつくるようにしました。

 

 

せり売りの1回目，2回目ともに広葉樹を購入いた
だいた木工作家の臼田健二さんに話を聞くと，「山土
場で広葉樹を購入する場合，場所によって樹種に偏り
があるが，せり売りの場合はいろいろな樹種から欲し
い樹種を少量から選ぶことができ，多品種少量の広葉
樹を購入できたのが良かった」とのことでした。
臼田さんは「どの森の，どの木なのか，出身地が分
かる木でものづくりがしたい」と下川町に移住されて
きました。臼田さんが作るのは，器や時計，コース
ターなど様々ですが，今回，せり売りで購入された広
葉樹は既に木の器となっており，木の表面の質感を残
した縁を持ち，なめらかな曲線美を描いていました
（写真8～9）。

 

■これから
このように広葉樹の低質材をせり売りという方法で
販売しましたが，この方法で販売することで，これま
での販売方法では町有林の広葉樹材を購入することが
できなかった方々に材を供給することができたことが
大きな一歩だと思います。また，町内限定で広葉樹の
販売を行いましたが，最初は地域に広葉樹のニーズが
あるのか不安なこともありました。しかし，2回のせ
り売りを経て，地域に広葉樹材のニーズがあることが
分かりました。今後は採材経費や運搬経費などに森林
環境譲与税を活用することも踏まえて，本町に合う広
葉樹材の販売方法を検討していきたいと考えていま
す。

下川町の人口は約3,000人。旭川市から車で北に2時
間のところに位置していて，面積の88％が森林に覆
われている町です。現在，本町では約4,700haの町有
林を管理し，「持続可能な森林づくり」を理念とし
て，伐採とその後の確実な再造林を行い，人が手をか
けながら育成して確実に次世代につなげる森林経営を
行っています（写真1）。

■せり売りを始めた経緯
町有林では毎年約10,000m3の木材を生産し，生産
された木材は町内の製材所に販売したり，公共施設に
熱を供給するためのバイオマスエネルギーとして活用
したりしています。町有林の出材量のうち広葉樹は約
1,000m3で，そのうちの8割以上がパルプ材としての
利用となっています。パルプ材が多くなるのには次の
ような理由があります。町有林では森林認証の原則に
より森林管理を行っており，天然林の伐採は極力避け
て保全しています。本町で出材する広葉樹のほとんど
は人工林に侵入して成長し，主伐時に造林木と一緒に
伐採されるものです。侵入広葉樹の多くは自然のまま
生育するので，品質・量ともに安定した広葉樹材の供
給は困難です。
出材する広葉樹の多くは，タモ，ナラ，カバ，シナ，
イタヤカエデとなっていて，割合は少ないながらも一

般材はフローリングなどに加工され，パルプ材は製紙
用チップなどに販売しています。パルプ材の中にも，
採材して腐れを取り除けば一般材や木工用として利用
できるものもある状況でしたが，採材に手間と経費が
かかるため，これまでは実施してきませんでした。ま
た，町内に木工作家が在住し制作活動をされています
が，その方々に町有林材を直接販売する方法もない状
況でした。
しかし，令和4年度に転機がありました。本町も構
成員として参加している「下川町山村活性化支援協議
会（会長：下川町森林組合　阿部勇夫組合長）」が主
体となり，町有林の低質広葉樹の有効利用の実証を行
うことになりました。本町としては，ネックであった
採材経費や手間賃を協議会が負担するとのことでした
ので，実証を行うことを決めました。
実証にはトドマツの66年生の皆伐現場（写真2）で

行いました。伐採事業者には，パルプ材にするには
もったいない（枝，腐れ，曲がりが少ない，小ロット
の樹種，など）広葉樹があれば長材のまま山土場に椪
積みするよう指示しました。その結果，イタヤカエデ
やサクラ，ナラ，センなど様々な種類の広葉樹が出て
きました。伐採現場から広葉樹が出材し，これを販売
しようと考えたところ，2点課題があることが分かり
ました。1点目は採材をどうするか，2点目は販売方
法をどうするかです。

                        

5)　ラミナはCoC認証を取得している集成材工場で集
成加工

6)　構造材はプレカット加工後，住宅建築現場に納入
7)　構造材には，町産材および認証材であることを証
明するシールを貼付（写真1）

8)　当麻町役場は，内装材が施工される前に認証材の
使用箇所，使用量を検査・確認

2022年度は表2に示すとおり，20戸の住宅で町産認
証材が利用され，住宅の構造材に占める認証材の割合
は全体で97.7％，うち15戸については認証材率が
100％となっています。

　
このような取り組みを経て，2023年3月7日に

SGECの審査を受け，認証を取得しました（表3）。
そして，2023年7月26日には認証証授与式が行われて
います。また，認証を取得した住宅には写真2の盾を

お渡ししています。

    

■今後に向けて
認証を取得する過程の中で苦労したのは，なんと
言っても審査を受けるための書類等の準備，整理でし
た。特に今回は関係する建物が多く，細心の注意を払
いながら作業を進めないと手落ちになる部分が出てき
やすいと感じました。また，町産材以外の構造材を使
用する場合は，それが合法的な木材なのかを確認する
必要があり，製材工場を通じたプレカット企業への確
認作業は繁雑でした。さらに，認証材の管理マニュア
ルや確認書類の作成が複雑で，これらについては認証
機関の指導を受けながら進めました。
今回のプロジェクト認証にかかる審査料は約70万

円～80万円ほどになります。この費用の半分につい
ては当麻町から環境譲与税を用いた補助をいただき，
残り半分は当組合で負担しました。2023年度以降も
認証住宅のプロジェクトを継続して進めていく考え
で，そのことによって認証材の一層の活用とそれによ
る当麻町の活性化につなげていきたいと考えてます。

■参考資料
1)　杉本力：美深育ちの木々に包まれた温もりのある学
び舎－美深町立仁宇布小中学校SGECプロジェクト
CoC全体認証，ウッディエイジ，2021年9月号．

2)　高沢博：森林認証材の活用に係る説明会（上川森林
認証協議会主催），2023年2月13日．

良好な住環境の整備，定住の促進，中古住宅の活
用，さらに住宅関連産業の活性化などを目的として，
住宅の新築や中古住宅の取得に対する支援制度を設け
ている自治体があります。支援の対象は多岐にわたり
ますが，そのひとつとして，地域材，森林認証材を用
いることに対する補助制度があり，2022年8月時点で
の一例を表1に示します。
当麻町は2013年から町産材活用促進事業*を実施し

ており，移住定住者の増加，町産材の活用促進，さら
に脱炭素化などのへ波及効果が評価され，2021北の
地域住宅賞（2021年11月）および第34回住生活月間
功労者表彰（2022年10月）を受賞しています。
*：当麻町産木材を住宅全体の木材の1/2以上使用した
場合，木材代金を最大で250万円補助
さらに当麻町では，町産材を用いて建てる住宅の認
証取得に取り組み，今春，SGECプロジェクト認証を
取得しました。建物単体でのプロジェクト認証はこれ
までにも例はありますが1)，複数の建物が一括でプロ
ジェクト認証を受けるのは初めてのことになります。
この認証について，プロジェクトの代表を務めた当麻
町森林組合から紹介されておりますので2)，その概要

を紹介します。　　　　　（文責：普及協会・菊地）

■認証取得に際しての課題
複数建築物の一括認証取得，というこれまでに例の
ないプロジェクトを進めるに当たり，次のような課題
がありました。
・そもそも，複数建物の認証が可能なのか。
・プロジェクト認証取得の条件として，認証材の流れ
を把握する必要がある。いくつもの事業者を経て住
宅建築現場に納められる町産認証材を，どのように
把握するか。
・審査に要する費用はどこが負担するのか。
　最も課題となったのは認証材の把握で，今回，次の
ように整理しました。

1)　事務処理などの負担を少なくするため，構造材の
みを認証の対象とした。

2)　認証森林から，当組合が丸太を伐採・搬出
3)　伐出した丸太は，CoC認証を取得している当組合製
材工場または近隣のCoC認証取得製材工場に搬入

4)　当組合製材工場ではラミナを，近隣製材工場では
構造用製材を生産

写真3　山土場に椪積みした広葉樹 写真5　採材時に発生した端材

写真4　採材・仕分けの様子
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1点目の採材についてです。当初の考えでは町有の
ストックヤードに長材のまま伐採現場から出材した低
質広葉樹を運搬し，そのまま販売するつもりでした。
ただ，町内の関係者に話を聞くと，「長材のままだと
材の中に腐れが入っているかを判断し難く，価格を付
けられない」，「腐れが入っていないと思って値段を
付けたとしても，中に腐れが入っていた場合，損をす
る可能性がある」の意見が出てきました。そこで，伐
採現場から出材した長材の低質広葉樹を町有の原木ス
トックヤードに運搬し，腐れを取り除いた上で，町内
の消費者ニーズに合うように採材しました（写真4）。
採材した広葉樹材は樹種や長さごとに分けて販売する
ことにしました。町で採材することで，商品に分から
ない欠点があり購入者が損をすることをなくし，購入
しやすい環境をつくるようにしました。また，採材す
る時に発生する端材（写真5）については薪用材とし
て一緒に販売することにしました。

2点目は販売方法についてです。地方自治体である
本町が町民の財産である町有林材を販売する場合，基
本的には入札を行う必要があります。ただ，入札だと
木工作家などの小規模事業者は参加基準を満たせない
ため，入札に参加できません。販売方法を検討する中
で「せり売り」という販売方法があるのを知りまし
た。せり売りは官公庁オークションや卸売市場で活用
されている販売方法で，複数の買い手に価格の競争を
させて売買取引を行います。この販売方法だと，小規
模事業者や一般住民も売買に参加することができるた
め，町有林から出材した広葉樹材を必要な方々に届け
られると考えました。

■せり売り（1回目）
課題が解決できたことで，本町として初めての試み
である「低質広葉樹材のせり売り」を令和4年12月9
日に実施しました（写真6）。販売量は44m3で予定価
格は512,600円（税込），立方単価10,382円に設定し
ました。せり売りの参加者は製材所や木工作家，一般
住民と様々でした。当日の雰囲気はお祭りのようで，
せりに参加した方々は白熱して競り合っていただけま
した。競った結果，最初の予定価格から2倍以上にな
る商品もあり，販売結果は1,001,000円（税込）と想
定を大幅に超え，低質の広葉樹でも採材などの工夫を
することで価値を見出すことができました（表1）。
また，材を届けたかった木工作家や小規模事業者の
方々にも販売することができ，当初の目的を達成する
ことができました。ただ，長材を採材し，商品分けを
行うのに2日程度かかってしまったため，通常の業務
の中で実施するのは負担になることが新たな課題とし

て分かりました。また，1つの商品のボリュームが大
きかったことから，小規模事業体や個人の方が購入し
難かったことや，買った後に個人で運搬業者に頼むに
は量が少なく，購入した量に対して運賃が高くかかる
ということが新たに課題として分かりました。

■せり売り（2回目）
そこで，採材仕分けの手間を減らして販売できるか
を検討するために，2回目のせり売りを令和5年4月13
日に実施しました（写真7）。販売量は44㎥で予定価
格は377,300円（税込），立方単価8,449円に設定しま
した。1回目のせり売りでの課題であった採材仕分け
の手間を減らすために，2回目のせり売りでは採材は
山土場で行い，短く採材した状態で原木ストックヤー
ドに運搬し，商品ごとに仕分けしました。そのため，
価格についてはパルプ材並みの設定とし，商品分けに
ついても，前回の反省を活かし，2～3本単位の商品
を多めに作ることで，商品を欲しい人が購入しやすい
ように工夫しました。販売結果としては430,100円
（税込）となり，1回目のようにニーズに合うように
工夫して採材しなかった分，予定価格を大幅に超える
まではいきませんでしたが，2回目のせり売りについ
ても木工作家や小規模事業体の方々にも広葉樹材を購
入いただくことができました（表2）。
また，山土場で採材したことで採材の手間を大幅に
削減できました。さらに，3㎥までの購入者について
は町内の運搬を町の負担で行い，少量でも購入しやす
い環境をつくるようにしました。
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7)　構造材には，町産材および認証材であることを証
明するシールを貼付（写真1）

8)　当麻町役場は，内装材が施工される前に認証材の
使用箇所，使用量を検査・確認

2022年度は表2に示すとおり，20戸の住宅で町産認
証材が利用され，住宅の構造材に占める認証材の割合
は全体で97.7％，うち15戸については認証材率が
100％となっています。

　
このような取り組みを経て，2023年3月7日に

SGECの審査を受け，認証を取得しました（表3）。
そして，2023年7月26日には認証証授与式が行われて
います。また，認証を取得した住宅には写真2の盾を

お渡ししています。

    

■今後に向けて
認証を取得する過程の中で苦労したのは，なんと
言っても審査を受けるための書類等の準備，整理でし
た。特に今回は関係する建物が多く，細心の注意を払
いながら作業を進めないと手落ちになる部分が出てき
やすいと感じました。また，町産材以外の構造材を使
用する場合は，それが合法的な木材なのかを確認する
必要があり，製材工場を通じたプレカット企業への確
認作業は繁雑でした。さらに，認証材の管理マニュア
ルや確認書類の作成が複雑で，これらについては認証
機関の指導を受けながら進めました。
今回のプロジェクト認証にかかる審査料は約70万

円～80万円ほどになります。この費用の半分につい
ては当麻町から環境譲与税を用いた補助をいただき，
残り半分は当組合で負担しました。2023年度以降も
認証住宅のプロジェクトを継続して進めていく考え
で，そのことによって認証材の一層の活用とそれによ
る当麻町の活性化につなげていきたいと考えてます。

■参考資料
1)　杉本力：美深育ちの木々に包まれた温もりのある学
び舎－美深町立仁宇布小中学校SGECプロジェクト
CoC全体認証，ウッディエイジ，2021年9月号．

2)　高沢博：森林認証材の活用に係る説明会（上川森林
認証協議会主催），2023年2月13日．

良好な住環境の整備，定住の促進，中古住宅の活
用，さらに住宅関連産業の活性化などを目的として，
住宅の新築や中古住宅の取得に対する支援制度を設け
ている自治体があります。支援の対象は多岐にわたり
ますが，そのひとつとして，地域材，森林認証材を用
いることに対する補助制度があり，2022年8月時点で
の一例を表1に示します。
当麻町は2013年から町産材活用促進事業*を実施し

ており，移住定住者の増加，町産材の活用促進，さら
に脱炭素化などのへ波及効果が評価され，2021北の
地域住宅賞（2021年11月）および第34回住生活月間
功労者表彰（2022年10月）を受賞しています。
*：当麻町産木材を住宅全体の木材の1/2以上使用した
場合，木材代金を最大で250万円補助
さらに当麻町では，町産材を用いて建てる住宅の認
証取得に取り組み，今春，SGECプロジェクト認証を
取得しました。建物単体でのプロジェクト認証はこれ
までにも例はありますが1)，複数の建物が一括でプロ
ジェクト認証を受けるのは初めてのことになります。
この認証について，プロジェクトの代表を務めた当麻
町森林組合から紹介されておりますので2)，その概要

を紹介します。　　　　　（文責：普及協会・菊地）

■認証取得に際しての課題
複数建築物の一括認証取得，というこれまでに例の
ないプロジェクトを進めるに当たり，次のような課題
がありました。
・そもそも，複数建物の認証が可能なのか。
・プロジェクト認証取得の条件として，認証材の流れ
を把握する必要がある。いくつもの事業者を経て住
宅建築現場に納められる町産認証材を，どのように
把握するか。
・審査に要する費用はどこが負担するのか。
　最も課題となったのは認証材の把握で，今回，次の
ように整理しました。

1)　事務処理などの負担を少なくするため，構造材の
みを認証の対象とした。

2)　認証森林から，当組合が丸太を伐採・搬出
3)　伐出した丸太は，CoC認証を取得している当組合製
材工場または近隣のCoC認証取得製材工場に搬入

4)　当組合製材工場ではラミナを，近隣製材工場では
構造用製材を生産

写真6　原木ストックヤードに仕分けした広葉樹
（1回目）

物件番号 樹種 長さ（m） 本数 材積（m3） 落札金額 
（税込，円） 

1号   イタヤカエデ 5.60 1  1.400   55,000  
2号   セン 7.40 1  1.433   47,300  
3号   ナラ 2.2 / 2.4 2  0.841   44,000  
4号   イタヤカエデ 2.40 1  0.216   5,500  
5号   ニレ 2.40 2  0.557   23,100  
6号   シラカバ 2.40 2  0.462   4,400  
7号   サクラ 2.4 / 2.6 9  2.231   27,500  
8号   イタヤカエデ 2.40 1  0.188   4,400  
9号   タモ 2.4 / 2.6 / 3.0 / 4.0 25  8.228   176,000  

10号   タモ 2.10 10  2.600   33,000  
11号   セン 2.4 / 2.6 / 3.0 / 3.2 / 3.8 23  8.514   253,000  
12号   シナ 2.2 / 2.4 / 3.0 53  12.759   264,000  
13号   混合 1.8 / 2.4 / 2.6 / 3.0 7  2.141   16,600  
14号   混合 2.4 / 2.6 7  1.501   15,400  
15号   混合 2.0 / 2.4 / 2.6 / 3.0 8  1.816   22,000  
16号   混合 - -  -   8,800  
合計     152  44.887   1,001,000 

表1　せり売りの結果（1回目）※下川町ホームページより抜粋
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1点目の採材についてです。当初の考えでは町有の
ストックヤードに長材のまま伐採現場から出材した低
質広葉樹を運搬し，そのまま販売するつもりでした。
ただ，町内の関係者に話を聞くと，「長材のままだと
材の中に腐れが入っているかを判断し難く，価格を付
けられない」，「腐れが入っていないと思って値段を
付けたとしても，中に腐れが入っていた場合，損をす
る可能性がある」の意見が出てきました。そこで，伐
採現場から出材した長材の低質広葉樹を町有の原木ス
トックヤードに運搬し，腐れを取り除いた上で，町内
の消費者ニーズに合うように採材しました（写真4）。
採材した広葉樹材は樹種や長さごとに分けて販売する
ことにしました。町で採材することで，商品に分から
ない欠点があり購入者が損をすることをなくし，購入
しやすい環境をつくるようにしました。また，採材す
る時に発生する端材（写真5）については薪用材とし
て一緒に販売することにしました。

2点目は販売方法についてです。地方自治体である
本町が町民の財産である町有林材を販売する場合，基
本的には入札を行う必要があります。ただ，入札だと
木工作家などの小規模事業者は参加基準を満たせない
ため，入札に参加できません。販売方法を検討する中
で「せり売り」という販売方法があるのを知りまし
た。せり売りは官公庁オークションや卸売市場で活用
されている販売方法で，複数の買い手に価格の競争を
させて売買取引を行います。この販売方法だと，小規
模事業者や一般住民も売買に参加することができるた
め，町有林から出材した広葉樹材を必要な方々に届け
られると考えました。

■せり売り（1回目）
課題が解決できたことで，本町として初めての試み
である「低質広葉樹材のせり売り」を令和4年12月9
日に実施しました（写真6）。販売量は44m3で予定価
格は512,600円（税込），立方単価10,382円に設定し
ました。せり売りの参加者は製材所や木工作家，一般
住民と様々でした。当日の雰囲気はお祭りのようで，
せりに参加した方々は白熱して競り合っていただけま
した。競った結果，最初の予定価格から2倍以上にな
る商品もあり，販売結果は1,001,000円（税込）と想
定を大幅に超え，低質の広葉樹でも採材などの工夫を
することで価値を見出すことができました（表1）。
また，材を届けたかった木工作家や小規模事業者の
方々にも販売することができ，当初の目的を達成する
ことができました。ただ，長材を採材し，商品分けを
行うのに2日程度かかってしまったため，通常の業務
の中で実施するのは負担になることが新たな課題とし

て分かりました。また，1つの商品のボリュームが大
きかったことから，小規模事業体や個人の方が購入し
難かったことや，買った後に個人で運搬業者に頼むに
は量が少なく，購入した量に対して運賃が高くかかる
ということが新たに課題として分かりました。

■せり売り（2回目）
そこで，採材仕分けの手間を減らして販売できるか
を検討するために，2回目のせり売りを令和5年4月13
日に実施しました（写真7）。販売量は44㎥で予定価
格は377,300円（税込），立方単価8,449円に設定しま
した。1回目のせり売りでの課題であった採材仕分け
の手間を減らすために，2回目のせり売りでは採材は
山土場で行い，短く採材した状態で原木ストックヤー
ドに運搬し，商品ごとに仕分けしました。そのため，
価格についてはパルプ材並みの設定とし，商品分けに
ついても，前回の反省を活かし，2～3本単位の商品
を多めに作ることで，商品を欲しい人が購入しやすい
ように工夫しました。販売結果としては430,100円
（税込）となり，1回目のようにニーズに合うように
工夫して採材しなかった分，予定価格を大幅に超える
まではいきませんでしたが，2回目のせり売りについ
ても木工作家や小規模事業体の方々にも広葉樹材を購
入いただくことができました（表2）。
また，山土場で採材したことで採材の手間を大幅に
削減できました。さらに，3㎥までの購入者について
は町内の運搬を町の負担で行い，少量でも購入しやす
い環境をつくるようにしました。

 

 

せり売りの1回目，2回目ともに広葉樹を購入いた
だいた木工作家の臼田健二さんに話を聞くと，「山土
場で広葉樹を購入する場合，場所によって樹種に偏り
があるが，せり売りの場合はいろいろな樹種から欲し
い樹種を少量から選ぶことができ，多品種少量の広葉
樹を購入できたのが良かった」とのことでした。
臼田さんは「どの森の，どの木なのか，出身地が分
かる木でものづくりがしたい」と下川町に移住されて
きました。臼田さんが作るのは，器や時計，コース
ターなど様々ですが，今回，せり売りで購入された広
葉樹は既に木の器となっており，木の表面の質感を残
した縁を持ち，なめらかな曲線美を描いていました
（写真8～9）。

 

■これから
このように広葉樹の低質材をせり売りという方法で
販売しましたが，この方法で販売することで，これま
での販売方法では町有林の広葉樹材を購入することが
できなかった方々に材を供給することができたことが
大きな一歩だと思います。また，町内限定で広葉樹の
販売を行いましたが，最初は地域に広葉樹のニーズが
あるのか不安なこともありました。しかし，2回のせ
り売りを経て，地域に広葉樹材のニーズがあることが
分かりました。今後は採材経費や運搬経費などに森林
環境譲与税を活用することも踏まえて，本町に合う広
葉樹材の販売方法を検討していきたいと考えていま
す。

下川町の人口は約3,000人。旭川市から車で北に2時
間のところに位置していて，面積の88％が森林に覆
われている町です。現在，本町では約4,700haの町有
林を管理し，「持続可能な森林づくり」を理念とし
て，伐採とその後の確実な再造林を行い，人が手をか
けながら育成して確実に次世代につなげる森林経営を
行っています（写真1）。

■せり売りを始めた経緯
町有林では毎年約10,000m3の木材を生産し，生産
された木材は町内の製材所に販売したり，公共施設に
熱を供給するためのバイオマスエネルギーとして活用
したりしています。町有林の出材量のうち広葉樹は約
1,000m3で，そのうちの8割以上がパルプ材としての
利用となっています。パルプ材が多くなるのには次の
ような理由があります。町有林では森林認証の原則に
より森林管理を行っており，天然林の伐採は極力避け
て保全しています。本町で出材する広葉樹のほとんど
は人工林に侵入して成長し，主伐時に造林木と一緒に
伐採されるものです。侵入広葉樹の多くは自然のまま
生育するので，品質・量ともに安定した広葉樹材の供
給は困難です。
出材する広葉樹の多くは，タモ，ナラ，カバ，シナ，
イタヤカエデとなっていて，割合は少ないながらも一

般材はフローリングなどに加工され，パルプ材は製紙
用チップなどに販売しています。パルプ材の中にも，
採材して腐れを取り除けば一般材や木工用として利用
できるものもある状況でしたが，採材に手間と経費が
かかるため，これまでは実施してきませんでした。ま
た，町内に木工作家が在住し制作活動をされています
が，その方々に町有林材を直接販売する方法もない状
況でした。
しかし，令和4年度に転機がありました。本町も構
成員として参加している「下川町山村活性化支援協議
会（会長：下川町森林組合　阿部勇夫組合長）」が主
体となり，町有林の低質広葉樹の有効利用の実証を行
うことになりました。本町としては，ネックであった
採材経費や手間賃を協議会が負担するとのことでした
ので，実証を行うことを決めました。
実証にはトドマツの66年生の皆伐現場（写真2）で

行いました。伐採事業者には，パルプ材にするには
もったいない（枝，腐れ，曲がりが少ない，小ロット
の樹種，など）広葉樹があれば長材のまま山土場に椪
積みするよう指示しました。その結果，イタヤカエデ
やサクラ，ナラ，センなど様々な種類の広葉樹が出て
きました。伐採現場から広葉樹が出材し，これを販売
しようと考えたところ，2点課題があることが分かり
ました。1点目は採材をどうするか，2点目は販売方
法をどうするかです。

                        

5)　ラミナはCoC認証を取得している集成材工場で集
成加工

6)　構造材はプレカット加工後，住宅建築現場に納入
7)　構造材には，町産材および認証材であることを証
明するシールを貼付（写真1）
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町森林組合から紹介されておりますので2)，その概要

を紹介します。　　　　　（文責：普及協会・菊地）

■認証取得に際しての課題
複数建築物の一括認証取得，というこれまでに例の
ないプロジェクトを進めるに当たり，次のような課題
がありました。
・そもそも，複数建物の認証が可能なのか。
・プロジェクト認証取得の条件として，認証材の流れ
を把握する必要がある。いくつもの事業者を経て住
宅建築現場に納められる町産認証材を，どのように
把握するか。
・審査に要する費用はどこが負担するのか。
　最も課題となったのは認証材の把握で，今回，次の
ように整理しました。

1)　事務処理などの負担を少なくするため，構造材の
みを認証の対象とした。

2)　認証森林から，当組合が丸太を伐採・搬出
3)　伐出した丸太は，CoC認証を取得している当組合製
材工場または近隣のCoC認証取得製材工場に搬入

4)　当組合製材工場ではラミナを，近隣製材工場では
構造用製材を生産

写真7　せり売りの様子（2回目）

物件番号 樹種 長さ（m） 本数 材積（m3） 落札金額 
（税込，円） 

1号   メジロカバ 2.40 / 2.60 28  4.676   41,800  
2号   メジロカバ 2.40 / 2.60 15  2.877   34,100  
3号   メジロカバ 2.40 / 2.60 21  3.696   32,450  
4号   クルミ 2.40 / 3.20 6  1.699   18,700  
5号   タモ 2.60 / 3.00 6  2.338   22,000  
6号   タモ 2.40 / 2.60 6  1.501   13,750  
7号   タモ 2.40 / 2.60 7  2.206   19,800  
8号   タモ 2.20 / 2.40 10  1.812   15,950  
9号   タモ 2.40 / 2.60 17  3.091   27,500  

10号   シナ 2.40 47  7.901   69,850  
11号   クルミ 2.20 / 2.40 / 2.60 8  1.519   12,650  
12号   セン 2.40 / 2.60 / 3.00 11  2.075   17,050  
13号   イタヤカエデ 2.40 3  0.627   15,400  
14号   ナラ 2.40 2  0.326   3,300  
15号   ハン 2.40 2  0.492   3,850  
16号   シラカバ 2.40 3  0.685   6,050  
17号   タモ 2.40 14  2.794   25,850  
18号   シナ 2.40 6  1.258   11,550  
19号   ニレ 2.40 / 2.60 5  1.231   10,450  
20号   カツラ 2.40 / 2.60 2  0.648   8,800  
21号   キハダ 2.40 2  0.378   4,400  
22号   クルミ 2.40 / 2.60 4  0.823   14,850  
合計     225  44.653   430,100  

表2　せり売りの結果（2回目）※下川町ホームページより抜粋



ウッディエイジ　2023年8月号 5

1点目の採材についてです。当初の考えでは町有の
ストックヤードに長材のまま伐採現場から出材した低
質広葉樹を運搬し，そのまま販売するつもりでした。
ただ，町内の関係者に話を聞くと，「長材のままだと
材の中に腐れが入っているかを判断し難く，価格を付
けられない」，「腐れが入っていないと思って値段を
付けたとしても，中に腐れが入っていた場合，損をす
る可能性がある」の意見が出てきました。そこで，伐
採現場から出材した長材の低質広葉樹を町有の原木ス
トックヤードに運搬し，腐れを取り除いた上で，町内
の消費者ニーズに合うように採材しました（写真4）。
採材した広葉樹材は樹種や長さごとに分けて販売する
ことにしました。町で採材することで，商品に分から
ない欠点があり購入者が損をすることをなくし，購入
しやすい環境をつくるようにしました。また，採材す
る時に発生する端材（写真5）については薪用材とし
て一緒に販売することにしました。

2点目は販売方法についてです。地方自治体である
本町が町民の財産である町有林材を販売する場合，基
本的には入札を行う必要があります。ただ，入札だと
木工作家などの小規模事業者は参加基準を満たせない
ため，入札に参加できません。販売方法を検討する中
で「せり売り」という販売方法があるのを知りまし
た。せり売りは官公庁オークションや卸売市場で活用
されている販売方法で，複数の買い手に価格の競争を
させて売買取引を行います。この販売方法だと，小規
模事業者や一般住民も売買に参加することができるた
め，町有林から出材した広葉樹材を必要な方々に届け
られると考えました。

■せり売り（1回目）
課題が解決できたことで，本町として初めての試み
である「低質広葉樹材のせり売り」を令和4年12月9
日に実施しました（写真6）。販売量は44m3で予定価
格は512,600円（税込），立方単価10,382円に設定し
ました。せり売りの参加者は製材所や木工作家，一般
住民と様々でした。当日の雰囲気はお祭りのようで，
せりに参加した方々は白熱して競り合っていただけま
した。競った結果，最初の予定価格から2倍以上にな
る商品もあり，販売結果は1,001,000円（税込）と想
定を大幅に超え，低質の広葉樹でも採材などの工夫を
することで価値を見出すことができました（表1）。
また，材を届けたかった木工作家や小規模事業者の
方々にも販売することができ，当初の目的を達成する
ことができました。ただ，長材を採材し，商品分けを
行うのに2日程度かかってしまったため，通常の業務
の中で実施するのは負担になることが新たな課題とし

て分かりました。また，1つの商品のボリュームが大
きかったことから，小規模事業体や個人の方が購入し
難かったことや，買った後に個人で運搬業者に頼むに
は量が少なく，購入した量に対して運賃が高くかかる
ということが新たに課題として分かりました。

■せり売り（2回目）
そこで，採材仕分けの手間を減らして販売できるか
を検討するために，2回目のせり売りを令和5年4月13
日に実施しました（写真7）。販売量は44㎥で予定価
格は377,300円（税込），立方単価8,449円に設定しま
した。1回目のせり売りでの課題であった採材仕分け
の手間を減らすために，2回目のせり売りでは採材は
山土場で行い，短く採材した状態で原木ストックヤー
ドに運搬し，商品ごとに仕分けしました。そのため，
価格についてはパルプ材並みの設定とし，商品分けに
ついても，前回の反省を活かし，2～3本単位の商品
を多めに作ることで，商品を欲しい人が購入しやすい
ように工夫しました。販売結果としては430,100円
（税込）となり，1回目のようにニーズに合うように
工夫して採材しなかった分，予定価格を大幅に超える
まではいきませんでしたが，2回目のせり売りについ
ても木工作家や小規模事業体の方々にも広葉樹材を購
入いただくことができました（表2）。
また，山土場で採材したことで採材の手間を大幅に
削減できました。さらに，3㎥までの購入者について
は町内の運搬を町の負担で行い，少量でも購入しやす
い環境をつくるようにしました。

 

 

せり売りの1回目，2回目ともに広葉樹を購入いた
だいた木工作家の臼田健二さんに話を聞くと，「山土
場で広葉樹を購入する場合，場所によって樹種に偏り
があるが，せり売りの場合はいろいろな樹種から欲し
い樹種を少量から選ぶことができ，多品種少量の広葉
樹を購入できたのが良かった」とのことでした。
臼田さんは「どの森の，どの木なのか，出身地が分
かる木でものづくりがしたい」と下川町に移住されて
きました。臼田さんが作るのは，器や時計，コース
ターなど様々ですが，今回，せり売りで購入された広
葉樹は既に木の器となっており，木の表面の質感を残
した縁を持ち，なめらかな曲線美を描いていました
（写真8～9）。

 

■これから
このように広葉樹の低質材をせり売りという方法で
販売しましたが，この方法で販売することで，これま
での販売方法では町有林の広葉樹材を購入することが
できなかった方々に材を供給することができたことが
大きな一歩だと思います。また，町内限定で広葉樹の
販売を行いましたが，最初は地域に広葉樹のニーズが
あるのか不安なこともありました。しかし，2回のせ
り売りを経て，地域に広葉樹材のニーズがあることが
分かりました。今後は採材経費や運搬経費などに森林
環境譲与税を活用することも踏まえて，本町に合う広
葉樹材の販売方法を検討していきたいと考えていま
す。

下川町の人口は約3,000人。旭川市から車で北に2時
間のところに位置していて，面積の88％が森林に覆
われている町です。現在，本町では約4,700haの町有
林を管理し，「持続可能な森林づくり」を理念とし
て，伐採とその後の確実な再造林を行い，人が手をか
けながら育成して確実に次世代につなげる森林経営を
行っています（写真1）。

■せり売りを始めた経緯
町有林では毎年約10,000m3の木材を生産し，生産
された木材は町内の製材所に販売したり，公共施設に
熱を供給するためのバイオマスエネルギーとして活用
したりしています。町有林の出材量のうち広葉樹は約
1,000m3で，そのうちの8割以上がパルプ材としての
利用となっています。パルプ材が多くなるのには次の
ような理由があります。町有林では森林認証の原則に
より森林管理を行っており，天然林の伐採は極力避け
て保全しています。本町で出材する広葉樹のほとんど
は人工林に侵入して成長し，主伐時に造林木と一緒に
伐採されるものです。侵入広葉樹の多くは自然のまま
生育するので，品質・量ともに安定した広葉樹材の供
給は困難です。
出材する広葉樹の多くは，タモ，ナラ，カバ，シナ，
イタヤカエデとなっていて，割合は少ないながらも一

般材はフローリングなどに加工され，パルプ材は製紙
用チップなどに販売しています。パルプ材の中にも，
採材して腐れを取り除けば一般材や木工用として利用
できるものもある状況でしたが，採材に手間と経費が
かかるため，これまでは実施してきませんでした。ま
た，町内に木工作家が在住し制作活動をされています
が，その方々に町有林材を直接販売する方法もない状
況でした。
しかし，令和4年度に転機がありました。本町も構
成員として参加している「下川町山村活性化支援協議
会（会長：下川町森林組合　阿部勇夫組合長）」が主
体となり，町有林の低質広葉樹の有効利用の実証を行
うことになりました。本町としては，ネックであった
採材経費や手間賃を協議会が負担するとのことでした
ので，実証を行うことを決めました。
実証にはトドマツの66年生の皆伐現場（写真2）で

行いました。伐採事業者には，パルプ材にするには
もったいない（枝，腐れ，曲がりが少ない，小ロット
の樹種，など）広葉樹があれば長材のまま山土場に椪
積みするよう指示しました。その結果，イタヤカエデ
やサクラ，ナラ，センなど様々な種類の広葉樹が出て
きました。伐採現場から広葉樹が出材し，これを販売
しようと考えたところ，2点課題があることが分かり
ました。1点目は採材をどうするか，2点目は販売方
法をどうするかです。

                        

5)　ラミナはCoC認証を取得している集成材工場で集
成加工

6)　構造材はプレカット加工後，住宅建築現場に納入
7)　構造材には，町産材および認証材であることを証
明するシールを貼付（写真1）

8)　当麻町役場は，内装材が施工される前に認証材の
使用箇所，使用量を検査・確認

2022年度は表2に示すとおり，20戸の住宅で町産認
証材が利用され，住宅の構造材に占める認証材の割合
は全体で97.7％，うち15戸については認証材率が
100％となっています。

　
このような取り組みを経て，2023年3月7日に

SGECの審査を受け，認証を取得しました（表3）。
そして，2023年7月26日には認証証授与式が行われて
います。また，認証を取得した住宅には写真2の盾を

お渡ししています。

    

■今後に向けて
認証を取得する過程の中で苦労したのは，なんと
言っても審査を受けるための書類等の準備，整理でし
た。特に今回は関係する建物が多く，細心の注意を払
いながら作業を進めないと手落ちになる部分が出てき
やすいと感じました。また，町産材以外の構造材を使
用する場合は，それが合法的な木材なのかを確認する
必要があり，製材工場を通じたプレカット企業への確
認作業は繁雑でした。さらに，認証材の管理マニュア
ルや確認書類の作成が複雑で，これらについては認証
機関の指導を受けながら進めました。
今回のプロジェクト認証にかかる審査料は約70万

円～80万円ほどになります。この費用の半分につい
ては当麻町から環境譲与税を用いた補助をいただき，
残り半分は当組合で負担しました。2023年度以降も
認証住宅のプロジェクトを継続して進めていく考え
で，そのことによって認証材の一層の活用とそれによ
る当麻町の活性化につなげていきたいと考えてます。
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用，さらに住宅関連産業の活性化などを目的として，
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取得しました。建物単体でのプロジェクト認証はこれ
までにも例はありますが1)，複数の建物が一括でプロ
ジェクト認証を受けるのは初めてのことになります。
この認証について，プロジェクトの代表を務めた当麻
町森林組合から紹介されておりますので2)，その概要

を紹介します。　　　　　（文責：普及協会・菊地）

■認証取得に際しての課題
複数建築物の一括認証取得，というこれまでに例の
ないプロジェクトを進めるに当たり，次のような課題
がありました。
・そもそも，複数建物の認証が可能なのか。
・プロジェクト認証取得の条件として，認証材の流れ
を把握する必要がある。いくつもの事業者を経て住
宅建築現場に納められる町産認証材を，どのように
把握するか。
・審査に要する費用はどこが負担するのか。
　最も課題となったのは認証材の把握で，今回，次の
ように整理しました。

1)　事務処理などの負担を少なくするため，構造材の
みを認証の対象とした。

2)　認証森林から，当組合が丸太を伐採・搬出
3)　伐出した丸太は，CoC認証を取得している当組合製
材工場または近隣のCoC認証取得製材工場に搬入

4)　当組合製材工場ではラミナを，近隣製材工場では
構造用製材を生産

写真8　キハダを使った木の器

写真9　クルミを使った木の器


